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こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
電
気
通
信
事
業
法
第
百
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
さ
れ
て
い
る
適
格
電
気
通

信
事
業
者
に
つ
い
て
の
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
新
事
業
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
字
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
字
句
と
す
る
。

第
四
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
読

み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
一
項

第
四
十
一
条
第
三
項

に
規
定
す
る
電
気
通

信
設
備
の
使
用
を
開

始
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
当
該

電
気
通
信
事
業
法
及
び
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令

和
二
年
法
律
第
三
十
号
。
第
四
十
四
条
第
一
項
に

お
い
て
「
令
和
二
年
改
正
法
」
と
い
う
。）の
施
行

の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月
以
内
に
、
第
四
十
一
条

第
三
項
に
規
定
す
る

第
四
十
二
条
第
五
項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
条
第
三
項

又
は

の
規
定
に
よ
り
確
認
し
た
場
合
に
は
遅
滞
な
く
、

、
当
該
各
項

同
項

第
四
十
四
条
第
一
項

電
気
通
信
事
業
の
開

始
前
に

令
和
二
年
改
正
法
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
三

月
以
内
に

令和年月日 金曜日 第号官 報

（
電
気
通
信
事
業
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
際
現
に
電
気
通
信
事
業
法
第
九
条
の
登
録
を
受
け
て
い
る
者
又
は
第
二
条
の
規
定
に
よ

る
改
正
前
の
電
気
通
信
事
業
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、外
国
法
人
等（
新

事
業
法
第
十
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
外
国
法
人
等
を
い
う
。）で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施
行

の
日
に
お
い
て
同
号
又
は
新
事
業
法
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
変
更
が
あ
っ
た
も
の
と
み

な
し
て
、
新
事
業
法
第
十
三
条
第
四
項
又
は
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
四
条

前
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
検
討
）

第
五
条

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施

行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず

る
も
の
と
す
る
。

（
登
録
免
許
税
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
第
五
十
一
号

中
「
第
十
条
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
条
第
一
項
第
三
号
」
に
改
め
る
。

（
電
子
委
任
状
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
七
条

電
子
委
任
状
の
普
及
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
五
条
第
二
項
第
三
号
中
「
ニ
ま
で
」
を
「
ヘ
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
イ
中
「
及
び
第
三
号
」
を
「
か
ら
第
五
号

ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
受
け
、
又
は
同
条
第
四
項
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
」
を
「
受
け
な
け
れ
ば
」
に
、「
第

十
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
第
十
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
同
条
第
一

項
第
二
号
又
は
第
三
号
」
を
「
同
条
第
一
項
第
三
号
又
は
第
四
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ヘ
と
し
、
同
号
ハ
中

「
及
び
第
三
号
」
を
「
か
ら
第
五
号
ま
で
」
に
改
め
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同
号
ニ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。

ホ

電
気
通
信
事
業
法
第
十
六
条
第
二
項
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

同
条
第
一
項
第
二
号
又
は

第
五
号
の
事
項
の
う
ち
当
該
申
請
に
係
る
電
子
委
任
状
取
扱
業
務
を
実
施
す
る
に
当
た
り
変
更
す
る
こ
と
と

な
る
も
の

第
五
条
第
二
項
第
三
号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ハ

電
気
通
信
事
業
法
第
十
三
条
第
四
項
の
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

同
法
第
十
条
第
一
項
第
二

号
か
ら
第
五
号
ま
で
の
事
項
の
う
ち
当
該
申
請
に
係
る
電
子
委
任
状
取
扱
業
務
を
実
施
す
る
に
当
た
り
変
更

す
る
こ
と
と
な
る
も
の

第
八
条
第
二
項
中
「
第
三
号
ハ
」
を
「
第
三
号
ニ
」
に
改
め
る
。

第
十
条
第
一
項
中
「
若
し
く
は
第
三
項
」
を
「
か
ら
第
三
項
ま
で
の
い
ず
れ
か
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第

十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
十
六
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
」
に
改
め
る
。

（
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
八
条

会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第

七
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
九
条
の
う
ち
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
等
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
第
二
十

三
条
第
三
号
の
改
正
規
定
中
「
第
二
十
三
条
第
三
号
」
を
「
第
二
十
三
条
第
四
号
」
に
改
め
る
。

（
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
調
整

規
定
）

第
九
条

こ
の
法
律
の
施
行
の
日
が
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る

法
律
の
施
行
の
日
以
後
と
な
る
場
合
に
は
、
前
条
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。

総
務
大
臣

高
市

早
苗

経
済
産
業
大
臣

梶
山

弘
志

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三
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